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市南部の6つの地区ごとに作成された津波避難情報マップ

山
口
　
幸
雄

（
ふ
じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問

津
波
避
難
対
策
と
し
て
、

本
市
の
地
勢
等
を
考
慮
し
た
独

自
の
基
本
計
画
を
作
成
し
、
発

災
時
に
、
よ
り
適
切
な
対
応
を

図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、

神
奈
川
県
の
津
波
浸
水
想
定
検

討
部
会
の
資
料
等
を
踏
ま
え
た

具
体
的
な
検
討
内
容
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁

津
波
避
難
に
関
す
る
緊

急
の
対
応
策
と
し
て
、
藤
沢
バ

イ
パ
ス
以
南
の
地
域
を
対
象
に
、

鉄
筋
及
び
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
三
階
建
て
以
上
の
建

築
物
と
標
高
を
地
図
上
に
示
し

た
本
市
独
自
の
津
波
避
難
情
報

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
対
象
地
域

の
片
瀬
、
鵠
沼
、

堂
、
村
岡
、

明
治
、
藤
沢
の
六
地
区
に
八
万

四
千
七
百
部
を
配
布
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
本
市
の
地
域
防
災
計
画
の

地
震
対
策
に
つ
い
て
、
避
難
施

設
の
運
営
方
法
や
津
波
に
よ
り

本
市
南
部
の
指
定
避
難
施
設
が

使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
の
対

応
な
ど
、
見
直
し
を
要
す
る
内

容
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
て

い
る
。

過
日
、
県
の
第
三
回
津
波
浸

水
想
定
検
討
部
会
か
ら
検
討
資

料
の
中
間
発
表
が
あ
り
、
本
市

は
最
大
十
・
五
�
の
津
波
浸
水

が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

県
は
、
こ
の
想
定
に
基
づ
く

津
波
浸
水
予
測
図
を
平
成
二
十

四
年
三
月
を
目
標
に
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
、

国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
二

十
四
年
度
に
具
体
的
な
本
市
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
津
波
一
時
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
の
屋

上
や
、
協
定
を
締
結
し
津
波
避

難
ビ
ル
と
な
っ
て
い
る
建
物
に

フ
ェ
ン
ス
や
手
す
り
、
外
階
段

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

荷
重
に
対
す
る
建
物
の
構
造
の

問
題
や
、
津
波
に
対
す
る
強
度

の
問
題
も
精
査
し
、
現
在
検
討

し
て
い
る
。

特
定
健
診
等
健
康
診
断

受
診
率
向
上
を
図
る

（
仮
称
）成
年
後
見
相
談

セ
ン
タ
ー
の
機
能
は

街
路
灯
電
灯
料
補
助
率

引
き
上
げ
を
検
討

本
市
独
自
の
津
波
避
難
情
報
マ
ッ
プ
を
配
布

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
も
検
討
を
開
始

津
波
避
難
対
策

介
護
予
防
事
業
の
周
知

前
向
き
な
表
現
を
工
夫

高
齢
者
へ
の
情
報
提
供

安
心
べ
ん
り
帳
を
活
用

高
い
介
護
保
険
料

引
き
下
げ
の
検
討
を

塚
本
　
昌
紀（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

放
射
線
の
内
部
被
曝
対

策
と
し
て
の
給
食
食
材
の
安
全

対
策
に
関
す
る
本
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
平
成
二
十

三
年
七
月
か
ら
藤
沢
産
の
食
材

に
つ
い
て
、
国
が
定
め
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
放
射
能
検
査

を
実
施
す
る
検
査
機
関
に
お
い

て
、
学
校
と
保
育
園
の
給
食
で

月
に
一
品
目
ず
つ
計
二
品
目
の

佐
藤
　
清
崇

（
民
主
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

質
問

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

及
び
三
十
歳
代
の
健
康
診
断
と

し
て
実
施
し
て
い
る
ヘ
ル
ス
チ

ェ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て
、
本
市

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を

聞
き
た
い
。

答
弁

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導

の
現
状
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
二
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率

は
四
一
・
八
％
で
あ
り
、
県
内

の
市
町
村
保
険
者
の
中
で
最
も

高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
特

定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
最

後
ま
で
指
導
を
受
け
た
方
の
終

了
率
が
六
・
五
％
で
あ
る
。

今
後
は
、
特
定
健
診
の
受
診

勧
奨
は
が
き
の
送
付
対
象
者
を

え
た
食
材
の
使
用
は
控
え
る
こ

と
と
す
る
。

ふ
や
し
た
り
、
健
診
の
効
果
を

Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
受

診
率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
電
話
勧
奨
の
時
期

を
早
め
た
り
、
市
役
所
で
の
出

張
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
は
、
二
十
二

年
度
の
受
診
率
は
二
〇
・
九
％

で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
四
十
歳

か
ら
の
特
定
健
診
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
今

後
も
通
知
内
容
に
食
習
慣
を
見

直
せ
る
よ
う
な
内
容
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
継
続
的
に
受
診
意

欲
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

り
、
情
報
提
供
を
す
る
に
当
た

り
有
効
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、

内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
、
わ
か

り
や
す
さ
、
装
丁
な
ど
改
善
の

余
地
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
配
布
対
象
を
六
十
五
歳

に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
拡
大

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

「
高
齢
者
の
た
め
の
安

心
べ
ん
り
帳
」
は
、
多
種
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
案
内

す
る
た
め
の
冊
子
で
あ
り
、
高

齢
者
に
対
す
る
情
報
提
供
に
有

効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
逆
に
必
要
な
情
報

が
わ
か
り
に
く
い
面
も
あ
る
た

め
、
改
め
て
誌
面
構
成
や
掲
載

内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
冊
子
に
し

て
い
き
た
い
。

現
在
、
こ
の
安
心
べ
ん
り
帳

は
、
民
生
委
員
を
通
じ
て
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
中
心
に

引
き
下
げ
は
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

県
の
財
政
安
定
化
基
金

は
、
介
護
保
険
の
財
政
安
定
化

に
資
す
る
事
業
に
必
要
な
費
用

に
充
て
る
た
め
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
本
市
が
こ
れ
ま
で

積
み
立
て
た
額
は
約
一
億
八
千

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二

十
三
年
六
月
の
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
二
十
四
年
度
に

限
り
一
部
を
取
り
崩
す
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
と
し
て
も
こ
の
基
金
を
有
効

に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
市
の
介
護
保
険
事
業

運
営
基
金
は
、
二
十
二
年
度
末

で
約
二
十
二
億
六
千
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

介
護
保
険
料
の
設
定
に
つ
い

て
は
、
長
期
的
な
見
地
か
ら
基

金
を
計
画
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
保
険

料
の
大
幅
な
変
動
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
基
金
を
活
用
し
て
い

き
た
い
。

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
地
区
福

祉
窓
口
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
相
談
機
関
に
も
備
え

つ
け
、
配
布
し
て
い
る
。
今
後
、

六
十
五
歳
に
な
っ
た
す
べ
て
の

方
に
配
布
す
る
こ
と
は
、
安
心

を
届
け
る
有
効
な
方
策
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
実
施
に
向
け
て

調
整
し
て
い
き
た
い
。

土
屋
　
俊
則

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問
　
本
市
の
介
護
保
険
料
は
、

県
内
で
三
番
目
に
高
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
国
が
示
し
た
第

五
期
保
険
料
設
定
の
基
本
的
な

考
え
方
で
は
、
都
道
府
県
の
財

政
安
定
化
基
金
等
の
取
り
崩
し

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
が
、神
奈
川

県
の
財
政
安
定
化
基
金
と
本
市

の
介
護
保
険
事
業
運
営
基
金
の

現
状
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
基
金
の
活
用

に
よ
り
、保
険
料
負
担
の
軽
減
、

検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
結
果

は
い
ず
れ
も
不
検
出
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
保
護
者
の
不
安
を
少

し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
十

一
月
二
十
二
日
か
ら
は
検
査
回

数
を
月
一
回
か
ら
週
一
回
に
ふ

や
し
た
。

二
十
四
年
一
月
か
ら
は
、
従

来
か
ら
の
食
材
の
単
品
検
査
を

週
四
回
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
一
週
間
分
の
調
理
済
み

の
給
食
を
丸
ご
と
ミ
キ
サ
ー
に

か
け
て
放
射
性
物
質
の
量
を
調

べ
る
検
査
を
週
一
回
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
毎
日
の
給
食
を

す
べ
て
検
査
し
、
そ
の
結
果
を

公
表
し
て
い
く
。

文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知
に

よ
り
、
市
町
村
で
一
�
�
当
た

り
四
十
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た

場
合
の
対
応
が
例
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
、

こ
の
値
を
食
材
の
事
前
検
査
で

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
場

合
の
規
制
値
と
し
、
こ
れ
を
超

大
野
　
美
紀（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

「
高
齢
者
の
た
め
の
安

心
べ
ん
り
帳
」
は
、
高
齢
者
に

必
要
な
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
お

答
弁

現
時
点
で
想
定
し
て
い

る
（
仮
称
）
成
年
後
見
相
談
セ

ン
タ
ー
の
機
能
と
し
て
は
、
制

度
に
関
す
る
一
般
相
談
や
具
体

的
な
制
度
利
用
を
初
め
、
後
見

人
と
な
っ
て
い
る
家
族
等
か
ら

の
相
談
を
受
け
る
ほ
か
に
、
専

門
家
に
よ
る
相
談
を
実
施
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

質
問

制
度
利
用
者
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
中
、
親
族
や
法
律

・
福
祉
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、

社
会
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
市

民
等
が
後
見
人
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
も
必
要
と
考
え
る

が
、
市
民
後
見
人
の
養
成
に
対

す
る
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

市
民
後
見
人
に
つ
い
て

は
、
老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正

の
中
で
も
、
市
町
村
に
お
い
て

そ
の
育
成
と
活
用
に
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

あ
る
商
店
街
の
存
在
が
、
安
全

・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
要
件

と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
商
店
街

の
負
担
軽
減
支
援
策
と
し
て
、

さ
ら
な
る
補
助
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
対
す
る
補
助
や
、
太
陽
光
発

電
を
利
用
し
た
街
路
灯
の
導
入

な
ど
も
効
果
的
だ
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

答
弁

明
る
く
活
気
あ
る
商
店

街
が
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
商
店
街
の
街
路
灯
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
設
・

改
修
に
対
す
る
支
援
と
と
も
に
、

施
設
の
維
持
管
理
に
対
す
る
支

援
の
必
要
性
が
増
し
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
電
灯
料
の
補
助
に

つ
い
て
、
現
行
の
補
助
率
八
五

％
を
一
〇
〇
％
に
引
き
上
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
省
電
力
・
長
寿
命
で

環
境
負
荷
が
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
移
行
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

新
総
合
計
画
の
中
で
も
商
店
街

経
営
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
支
援

を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
初
期
投
資
へ
の
補
助

に
つ
い
て
、
早
期
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

さ
ら
に
、
環
境
に
や
さ
し
い

太
陽
光
発
電
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
先
進
事
例
を
参
考
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

永
井
　
譲

（
民
主
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

質
問

成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
は
、
制
度
が
ま
だ
十
分
に
浸

透
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
聞
く
。

本
市
で
は
そ
う
し
た
課
題
解
決

の
第
一
歩
と
し
て
（
仮
称
）
成

年
後
見
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
機

能
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

井
上
　
裕
介

（
さ
つ
き
会
）

質
問

商
店
街
に
と
っ
て
、
街

路
灯
の
維
持
管
理
は
、
現
在
の

経
済
状
況
に
お
い
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。本
市
で
は
、

電
灯
料
の
補
助
制
度
等
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
明
る
く
活
気

一
方
で
は
課
題
も
多
く
、
特
に

利
用
者
の
権
利
や
財
産
に
か
か

わ
る
た
め
、
モ
ラ
ル
の
徹
底
や

支
援
・
監
督
体
制
の
整
備
が
不

可
欠
で
あ
り
、
万
全
な
実
施
体

制
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏

ま
え
、
既
に
市
民
後
見
人
の
養

成
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
の
実
施
状
況
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。

東
木
　
久
代（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

幸
せ
な
超
高
齢
社
会
の

た
め
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
介
護
予
防
事
業
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
本

市
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

介
護
予
防
事
業
は
、
介

護
保
険
法
及
び
国
の
定
め
る
実

施
要
綱
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が

で
き
る
限
り
自
立
し
、
い
き
い

き
と
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
運
動
機
能
の

向
上
を
初
め
、
栄
養
改
善
や
口

腔
機
能
の
向
上
、
認
知
症
予
防

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
、
講
座
や
講
演
会
等

を
実
施
し
て
い
る
。

多
く
の
参
加
者
に
機
能
の
向

上
や
改
善
が
認
め
ら
れ
、
事
業

の
実
施
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る

が
、
事
業
に
よ
っ
て
は
参
加
者

が
少
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
、

そ
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が
最

も
大
き
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

質
問

事
業
の
周
知
を
図
る
た

め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
文
言

に
つ
い
て
、「
介
護
予
防
」
と
い

う
か
た
苦
し
い
言
葉
で
は
な
く
、

楽
し
そ
う
な
見
出
し
を
工
夫
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

介
護
予
防
事
業
は
介
護

保
険
法
に
基
づ
く
事
業
で
あ
り
、

そ
の
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め

に
「
介
護
予
防
」
と
い
う
表
現

を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
前
面
に

出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
は
、
抵
抗
感
の
な
い
、
前

向
き
な
表
現
を
前
面
に
出
す
な

ど
工
夫
を
し
、
よ
り
多
く
の
方

の
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
周
知

に
努
め
て
い
く
。

毎日の給食を測定

不安軽減に向け取り組む

放射線内部被曝対策


